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○ここからは、民生児童委員による見守りを

行う次のステージとなる。

（いじめや児童虐待対応で押さえておく基本事項）

○いじめの主担当（支援責任者）は、学校である。

○児童虐待など要保護児童問題の主担当（支援責任者）は、市町村児童家庭相談担当部署（福祉事務所）と児童相談所である。

１．【見守り体制１】地域の方々による普段の活動の中での見守り（地域学校協動本部の一般ボランティア・地域コーディネーター）

①虐待など心配な

状況を、見聞きした。

虐待かな？心配だ

なと思った場合など

②まず、南国市の児

童家庭問題対応部署

に連絡をする。（児福

法第25条の通告義
務）

南国市子ども相談係

℡●●●-●●●●

③稲生小●校長先生

にも同じ連絡をする。

稲生小

℡●●●-●●●●

虐待かも？

①子どもの中での

何らかのトラブルな

ど心配な状況を、見

聞きした。

いじめではないか？

心配と思った場合な

ど

②稲生小の窓口の●

校長先生に連絡をす

る。

稲生小

℡●●●-●●●●

（注意点）

・その日のうちにでき

る限り早く。

・学校は、連絡先と連

絡方法を事前に周知

徹底しておく。

いじめかも？

南国市から学校

へ

校内体制の整備

④南国市子ども相談

係は、緊急受理会議

を開催する。

⑤子ども相談係は、

該当小学校に、通告

情報を伝え、学校か

らの情報収集に入る。

③学校で、すぐ校長

に報告する。

④管理職・関係教職

員等による調査の

進め方等の確認を

行う。

南国市で調査認

定へ

学校で調査認定へ

⑥南国市主導で、

虐待かどうかの調

査・認定など、ケー

ス対応が進む。

⑦南国市の援助方

針会議で行政として

虐待と認定するか

判断する。

（１）虐待かも？と心配するなどの要保護児童ケース（南国市が支援責任者）

（２）いじめかも？と心配するケース（稲生小が支援責任者）

○　地域学校協動本部モデル校での学校と地域による見守りの手順等について                        

南国市から民生児

童委員へ見守り等

の依頼へ

⑧南国市が個別ケース検討会議を開催。

（稲生小、南国市が選定した民生児童委

員にも参加要請する）

⑨その中で、学校と民生児童委員にやっ

て欲しいこと（見守りの具体）を依頼する。

⑤稲生小校内支援

会で、いじめかどう

かの調査・認定など、

ケース対応を進める。

⑥学校としていじめ

と認定するか判断す

る。

学校から民生児童

委員への守り等の

依頼へ

⑦校内支援会を開催。（稲生小校区の民生

児童委員の会長と主任児童委員にも参加

要請する）

⑧その中で、民生児童委員にやって欲しい

こと（見守りの具体）を依頼する。

○この取組をスタートする前段の準備として、学校支援地域本部の活動に参加している一般ボランティアと地域コーディネーター、教員に研修（説明）が必要。
①学校の現状を説明（全体的ないじめ、虐待、不登校、暴力行為など問題行動等の状況）

②子どもたちへの関わり方（話の聞き方・声かけの仕方）・子どものサインへの気づき方

③発見から対応までの流れの説明（いじめへの対応とそれ以外の対応の違いを説明）

④対応の心得を説明

A

B
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２．【見守り体制２】民生児童委員（主任児童委員）の方々による見守り

虐待かも？

①学校から、地域で

子どもと家庭の見守

りをお願いすること

について、民生児童

委員地区会長と主

任児童委員に連絡

する。

②見守りについて民

生児童委員地区会

長に了解を得る。

③見守りで具体的に

やって欲しいことを伝

える。

④変化があったとき

の連絡先、連絡頻度

などを確認する。

（注意点）

・文書で示すこと。

了解を得たら

見守りの開始

子どもや家庭に気

になる変化があっ

たとき

学校へ連絡

（１）児童虐待と認定された要保護児童ケース（南国市が支援責任者）

（２）いじめの事案など地域で見守ってもらいたい「いじめのケース」（稲生小が支援責任者）

⑤稲生小の●校長

先生にすぐ連絡をす

る。

稲生小

緊急校内支援会

⑥校内支援会を開催。（稲生小は民生児童

委員の会長と主任児童委員にも参加要請す

る）

⑦その中で、今後の対応方針を決める。今

後の民生児童委員にやって欲しいこと（見守

りの具体）を確認する。

○この取組をスタートする前段の準備として、学校支援地域本部の活動に参加している民生児童委員（主任児童委員）と教員に研修（説明）が必要。
①学校の現状を説明（全体的ないじめ、虐待、不登校、暴力行為など問題行動等の状況）

②子どもたちへの関わり方（話の聞き方・声かけの仕方）・子どものサインへの気づき方

③発見から対応までの流れの説明（いじめへの対応とそれ以外の対応の違いを説明）

④対応の心得を説明

（３項目の研修内容の追加）

⑤見守り活動について　　　　　　　⑥個人情報の取り扱いについて　　　　　　　⑦守秘義務の遵守について

子どもや家庭に気

になる変化がない

とき

⑤変化がなくても、

変化がないという報

告を、あらかじめ決

めた期間ごとに、窓

口の●校長先生に

伝える。

変化がない

⑥月１回の定例会

で、学校側の情報と

民生児童委員の情

報を刷りあわせして、

そごがないように確

認する。

見守りの開始

①南国市子ども相

談係から、稲生小、

南国市が選定した

民生児童委員に、

個別ケース検討会

議への参加要請が

ある。

②子ども相談係から

見守って欲しい子ども

と家庭の状況の説明

がある。

③子ども相談係から

見守りとして具体的に

やって欲しいことを説

明する。

南国市個別ケース

検討会議へ参加

見守りの開始

子どもや家庭に気

になる変化があっ

たとき

南国市へ連絡

④南国市子ども相

談係にすぐ連絡をす

る。℡●●●-●●●●

⑤稲生小●校長先

生にも同じ連絡をす

る。

稲生小

℡●●●-●●●●　　

個別ケース検討会議

⑥南国市子ども相談係は、稲生小に、通告情

報を伝え、学校への情報収集に入る。

⑦南国市子ども相談係は、個別ケース検討

会議の開催を検討する。

⑧援助方針会議でリスクランク、今後の対応

方針を決める。

⑨今後の民生児童委員にやって欲しいこと

（見守りの具体）をこれまでどおりでよいか確

認し、依頼する。

子どもや家庭に気

になる変化がない

とき

変化がない

④南国市実務者会

議を３ヶ月ごとに開

催し、構成機関の実

務者と、リスクランク、

対応方針を確認して、

進捗管理を行う。

見守りの開始

C

D


